
に
銀
座
L
、
式
内
等
萄
祉
記
に
、
『
同
玉
繭
祉
。
須
谷

村
銀
座
。
今
都
=
八
幡
宮
川
鶴
枇
也
。
』
と
あ
る
。
今

須
谷
に
八
幡
跡
祉
が
あ
る
。

ク

--aヤ
ゴ
ロ
ウ
園
田
覇
王
部
訴
は
敏
武
。

羽
咋
郡
期
松
の
入
。
文
政
十
年
生
。
二
十
三
歳
矢
に

裂
い
で
土
問
組
の
十
村
と
な
っ
た
。
菊
五
郎
乃
ち
米

町
川
が
年
々
汎
漉
し
て
筈
を
奥
へ
る
を
憂
え
務
の

許
可
を
得
、
河
身
千
百
七
十
七
聞
を
改
修
し
、
文
徳

凹
・
高
滋
聞
の
讃
踏
を
開
犠
・
す
る
等
、
そ
の
功
頗
る

多
か
っ
た
。
菊
五
郎
初
め
七
尾
の
儒
態
安
田
竹
碇
に

就
い
て
漢
籍
を
感
び
、
叉
凶
肌
引
を
研
鈴
し
て
平
凶
篤

胤
に
私
淑
し
た
が
、
明
治
六
年
四
十
七
歳
で
残
し
た
。

タ
=
ツ
グ
国
次
加
賀
の
万
工
。
閥
次
と
切
る
。

認
景
の
子
と
も
或
は
弟
子
と
も
い
ふ
。
際
安
の
頃
。

叉
別
に
同
じ
く
凶
次
と
切
る
も
の
が
あ
っ
て
、
越
前

千
代
鶴
一
振
に
臨
し
、
能
美
都
能
美
村
橋
爪
に
住
し

て
ゐ
た
に
よ
0
.
そ
の
作
を
橋
爪
物
と
い
は
れ
る
。

臨
永
前
の
頃
。

ク
-
-
ツ
ネ
園
常
加
賀
の
万
工
。
加
州
住
吉
兵

衛
尉
凶
常
と
切
る
。
新
万
で
あ
る
が
時
代
不
明
。

タ
-
-
ト
モ
ゼ
ン
ベ
Z

園
友
警
兵
衛
近
江
の
人

で
、
銭
勉
恨
の
鍛
冶
で
あ
る
。
凶
器
と
銘
ず
る
。
前

川
利
協
の
時
加
賀
へ
も
来
た
。

タ
=
ナ
ガ
園
長
鹿
島
地
笠
間
の
万
工
。
岡
村

笛
紳
喰
井
町
民
の
系
闘
に
、
元
組
今
井
凶
長
・
二
代
今

井
麗
凶
・
コ
一
代
今
井
良
元
、
皆
万
鍛
冶
で
あ
っ
た
と

あ
る
。
古
万
銘
鑑
に
は
凶
長
を
臨
永
の
頃
と
す
る
。

タ
-
-
・
ア
ガ
ウ
ヂ
圏
一
氷
氏

4
タ
二
ム
ラ
タ
-
一
ナ

ガ
凶
村
凶
永
。

タ

---Tガ
デ
圏
一
氷
出
珠
洲
榔
路
線
の
内
の
小

字
。タ

-
-
ノ

εヤ
ツ
コ
国
造
閥
遣
を
笹
い
て
地
方

行
政
を
分
治
せ

L
め
る
こ
と
は
、
謹
く
紳
武
天
皇
に

初
。
、
成
務
天
皇
之
を
増
置
し
給
ふ
こ
と
最
も
多

〈
、
雄
略
・
織
問
の
靭
に
金
〈
整
備
L
た
も
の
で
あ

る
0
.耐

L
て
そ
の
北
陸
遣
に
臨
す
る
も
の
は
、
若
狭

岡
遺
・
角
路
凶
遣
・
三
凶
凶
議
・
江
沼
凶
諮
・
賀
我
凶

遣
・
加
宜
凶
遁
・
能
等
凶
遺
・
伊
漏
頭
凶
遺
・
久
比
岐
凶

諮
・
高
志
凶
遁
・
高
志
深
江
凶
詣
・
佐
渡
凶
遣
の
十
四

を
鍛
へ
、
そ
の
中
江
沼
か
ら
能
等
に
至
る
ま
で
は
後

の
加
賀
・
能
管
二
凶
に
闘
す
る
も
の
で
、
萄
事
紀
の

闘
遁
本
紀
に
は
、
各
そ
の
創
置
の
時
代
と
、
同
盟
坦
に

任
ぜ
ら
れ
た
も
の
L
名
と
を
載
せ
て
あ
る
。
併
し
閥

造
本
紀
が
ど
の
強
度
に
信
頼
L
得
べ
き
か
は
、
別
個

の
問
題
で
あ
る
。

ク
=
ヒ
ラ
圏
平
加
賀
の
万
工
。
洲
崎
氏
。
初

代
四
郎
共
術
家
卒
の
子
二
代
菅
平
家
卒
は
、
正
徳
中

凶
平
と
殴
銘
L
た
。
賀
州
住
藤
原
凶
平
又
は
加
州
金

府
住
膝
限
閥
苧
と
切
る
。
事
保
十
七
年
二
周
サ
五
日

夜
。
二
代
同
平
は
泊
抑
制
苦
右
衛
門
、
初
銘
家
弘
。
突

の
夜
後
凶
m
T
を
制
捜
ぎ
‘
質
勝
八
年
六
周
三
日
夜
。
一
一
一

代
凶
一
や
は
地
務
縮
政
。
加
州
住
凶
卒
以
則
産
保
、
又

は
加
州
住
凶
平
諮
之
明
和
四
年
二
周
昔
日
と
切
る
。

安
永
六
年
正
用
十
一
日
夜
。
四
代
凶
卒
は
泊
構
藤
三

郎
、
天
保
六
年
十
周
十
八
日
夜
。
五
代
凶
平
は
泊
務

官
邸
、
加
州
住
凶
平
鹿
邸
.
冗
一
年
八
月
日
な
ど
L
切

る
。
殴
腿
一
一
一
年
八
周
波
。

タ
=
ξ
国
見
石
川
郡
富
樫
庄
に
鹿
す
る
部
wm
。

郷
村
名
義
抄
に
、
此
の
村
は
山
の
上
に
在
っ
て
、
緒

方
を
見
渡
す
か
ら
凶
見
村
と
名
づ
け
た
と
い
ふ
。
加

賀
古
跡
考
に
は
、
こ
の
村
の
山
に
篠
田
七
郎
の
居
館

が
あ
り
、
こ
L
で
は
凶
見
七
郎
と
い
う
た
と
あ
る
。

ク

--s
園
見
河
北
郡
供
利
伽
羅
な
る
手
肉
紳

祉
の
前
か
ら
東
に
向
か
う
亡
管
る
と
、
供
利
伽
癒
山

中
の
第
一
高
地
に
還
す
る
。
そ
の
頂
上
を
閥
見
と
捺

す
る

0
4
タ
リ
カ
ラ
ゴ

Y
ヤ
プ

Y
ゲ
Y

倶
利
伽
羅

五
枇
櫨
現
。

タ

--ε
ツ
国
光
加
賀
の
万
工
。
吉
郎
凶
卒
の

子
。
遁
稽
洲
崎
幸
次
。
加
州
住
同
党
、
叉
は
加
州
住

陀
羅
尼
凶
光
作
之
明
治
二
年
二
周
吉
田
な
ど
L
切

る
。
大
正
二
年
十
二
周
回
日
夜
。

タ
=
ミ
ツ
国
光
鳳
至
郡
中
町
野
郷
に
屈
す
る

部
落
。
こ
の
領
に
米
山
城
の
あ
っ
た
時
に
は
戸
口
が

多
か
っ
た
と
い
ひ
、
そ
の
沓
家
に
面
屋
と
い
ふ
が
あ

っ
て
、
代
々
万
細
胞
の
製
造
を
業
と

L
た。

タ
-
-
ξ
ノ
イ
タ
ヤ
カ
へ
デ
国
見
の
板
谷
楓
倒

見
の
八
幡
紳
吐
境
内
に
在
っ
て
、
胸
高
周
闘
二
米
。

周
間
約
九

O
檀
の
藤
と
、
周
闘
二
回
程
の
っ
た
う
る

L
と
が
銅
悶
絶
し
て
、
更
に
批
観
を
呈
L
て
ゐ
る
。

タ

--ε
ヤ
マ
国
見
山
石
川
郡
凶
見
の
部
務
南

方
に
あ
る
山
。
高
さ
五
五
七
米
。
地
質
輝
石
安
山
岩
。

タ

--Sヤ
マ
園
見
山
鳳
軍
部
浦
上
の
邸
務
北

方
に
あ
る
山
。
高
さ
一
一
一
一
一
一
一
米
。
地
質
第
三
紀
居
。

タ
=
ム
ケ
マ
ツ
リ
卒
園
祭

4
へ
イ
コ
タ
サ
イ

平
岡
祭
。

タ
-
-
ム
ラ
タ
Z
ナ
ガ
園
村
圏
一
氷
金
棒
の
鐙
象

限
師
。
諮
務
次
郎
作
、
本
姓
種
村
氏
。
彫
法
を
後
藤

琢
来
に
製
び
、
箆
永
申
勝
五
十
俵
を
給
せ
ら
れ
‘
世

に
そ
の
作
を
次
郎
作
彫
と
い
う
た
。
子
探
次
郎
作
凶

永
・
十
左
衛
門
閥
久
ハ
同
名
ニ
代
Y
奥
右
衛
門
凶
蹟
を

経
て
奥
右
衛
門
閥
久
に
至
。
、
姓
を
村
滞
と
改
め
た
。

凶
永
の
門
人
奥
一
一
一
左
衛
門
凶
安
・
=
一
右
衛
門
閥
平
・
助

左
衛
門
閥
政
・
八
左
衛
門
閥
長
・
綴
右
衛
門
閥
忠
・
喜

兵
衛
凶
光
等
は
、
皆
師
の
名
に
よ
っ
て
凶
永
を
氏
と

L
て
ゐ
る
。

タ
-
-
ム
ラ
ヨ
シ
シ
ヂ
園
村
吉
霊
金
棒
の
鍵
象

限
師
。
凶
村
吉
重
は
闘
村
次
郎
作
闘
永
の
弟
で
、
通

稽
を
五
郎
作
と
い
ひ
、
寛
永
の
頃
加
賀
に
下
り
、
時
五

十
俵
を
賜
は
っ
た
。
吉
霊
鎗
簡
を
能
〈
L
、
象
限
の

製
作
極
め
て
巧
妙
、
慨
に
之
を
五
郎
作
彫
と
い
う
た
。

ク
=
モ
ト
ヨ
イ
チ
国
本
興
市
大
出
場
寺
縮
問
町

の
大
工
治
左
衛
門
の
次
男
で
あ
っ
た
が
、
勉
術
を
好

み
、
天
明
八
年
以
来
丸
岡
の
荻
野
流
師
範
栗
原
源
左

衛
門
に
皐
び
、
迭
に
御
徒
並
と
な
り
、
嘉
永
二
年
十

一
周
八
十
一
践
を
以
て
袈

L
た。

ク
=
ン
バ
シ
九
人
橋
金
探
九
人
橋
溜
と
胡
桃

町
と
を
連
絡
す
る
。
昔
は
双
方
共
に
味
噌
滋
町
で
あ

っ
た
と
い
ふ
。
務
政
時
代
に
惣
締
掲
の
江
川
に
架
け

た
鰐
梁
で
、
橋
爪
に
は
橋
番
人
の
家
が
あ
っ
た
が
、

明
治
援
務
の
際
之
を
媛
L
、
橋
下
を
埋
め
て
今
は
小

講
に
過
ぎ
ぬ
や
う
に
な
っ
た
。
古
へ
こ
の
橋
上
を
十

人
が
随
ん
で
渡
る
時
は
、
九
人
の
み
影
が
映
じ
た
故

こ
の
名
が
あ
る
と
い
ふ
が
信
じ
ら
れ
ぬ
。

ク
ヌ
ギ
ズ
ミ
梅
山
一
純
一

mm。
見
返
L
に
は
車
木

炭
と
あ
る
。
七
尾
の
俳
人
大
野
長
久
編
。
点
徳
・
貞

室
・
貞
恕
・
梅
雄
・
正
尚
・
似
飴
・
信
徳
・
言
水
・
如
泉
・
崎

山
・
方
山
、
そ
の
他
七
尾
地
方
の
縫
句
が
多
〈
減
せ

ら
れ
て
ゐ
る
。
序
文
は
元
磯
十
三
民
民
漏
生
日
・
格
下

住
町
山
。
践
は
元
隊
十
三
辰
の
年
姑
洗
日
能
州
七
尾

住
細
流
府
長
久
。
京
弁
筒
屋
庄
兵
衛
板
。

ク
ヌ
ギ
タ
=
梅
谷
一
w
U
M
T

臨
京
都
山
間
郷
に

臨
す
る
部
帯
。

ク
ヌ
ギ
ム
ラ
樟
材

J
コ
ノ
ギ
此
木
〈
邸
主
〉
。

タ
ノ
ウ
ジ
ユ
ウ
ベ
Z

久
能
+
兵
衛
承
館
二
年

前
田
利
常
に
仕
へ
、
二
百
五
十
石
を
領
し
、
大
小
将

組
に
列
し
、
御
右
銃
に
任
ぜ
ら
れ
、
箆
文
四
年
波
。

子
源
相
樹
脂
い
で
務
に
仕
へ
る
。

タ
ノ
ウ
マ
サ
ナ
ホ
久
能
政
直
泊
都
千
之
助
・
苦

太
夫
。
正
徳
一
元
年
父
庄
右
衛
門
正
衝
の
也
知
の
号
ち

百
二
十
石
を
領
し
、
前
回
吉
徳
の
御
部
屋
附
と
な
り
、

事
保
九
年
八
十
石
を
加
へ
、
大
小
持
組
御
右
筆
に
任

じ
た
。
貧
層
三
年
六
十
七
畿
を
以
て
授
。

何

M
M山
川
山
川
附
船
引
h
1
1
1
1
1
1

ク
Z
l
i
ク
ノ

市

-gaar--何
劃

二
六
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